
野田市障がい者福祉手当支給条例施

行規則及び野田市廃棄物の処理及び再

利用に関する規則の一部を改正する規
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野田市規則第４４号 

 

野田市障がい者福祉手当支給条例施行規則及び野田市廃棄物の処理

及び再利用に関する規則の一部を改正する規則 

 

 （野田市障がい者福祉手当支給条例施行規則の一部改正） 

第１条 野田市障がい者福祉手当支給条例施行規則（昭和６０年野田市規則第３

４号）の一部を次のように改正する。 

  第３条各号列記以外の部分中「第７条第１項各号」を「第６条第１項」に

改め、「、野田市ねたきり身体障がい者福祉手当支給申請書」を削り、「若

しくは」を「又は」に改め、「又は野田市おむつ手当支給申請書」を削り、

同条中第２号を削り、第３号を第２号とし、第４号を第３号とし、第５号を

第４号とし、第６号を削る。 

  第５条中「規程」を「規定」に改め、「（以下「受給者」という。）」を

削り、同条の次に次の１条を加える。 

  （基準支給量） 

第５条の２ 条例第３条第６号の規則で定める基準支給量（以下この条にお

いて「基準支給量」という。）は、次の各号に掲げる給付の区分に応じ、

当該各号に定める単位数の合計で９６，０００単位とする。この場合にお

いて、障がい者（重度知的障がい者を除く。）が次の各号に掲げる給付を

重複して受けた場合の基準支給量は、それぞれの単位数の合計を合算して

得た単位数の合計で９６，０００単位とする。 

  (1) 介護保険法（平成９年法律第１２３号）第１８条に規定する保険給付

  当該保険給付につき厚生労働大臣が定める基準により算定された単位

 数 

  (2) 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成

１７年法律第１２３号）第１９条第１項に規定する介護給付費等 当該

介護給付費等につき同法第２９条第３項第１号に規定する主務大臣が定

める基準及び第３０条第３項第１号に規定する主務大臣が定める基準に

より算定された単位数 



  (3) 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第２１条の５の５第１項に

規定する障害児通所給付費等 当該障害児通所給付費等につき内閣総理

大臣が定める基準により算定された単位数 

  第６条の見出し中「失権」を「受給権の消滅」に改め、同条中「第６条第

２項」を「第５条第２項」に改め、同条の次に次の１条を加える。 

  （受給権の消滅の通知） 

第６条の２ 市長は、受給資格者の受給権が消滅したときは、前条の届を受

理した場合を除き、野田市障がい者福祉手当受給権消滅通知書により通知

するものとする。 

  第７条を次のように改める。 

  （現況届） 

第７条 条例第９条第１項の現況届は、野田市障がい者福祉手当現況届とす

る。 

  第８条中「第９条の２第１項」を「第１０条第１項」に改める。 

  第９条中「条例第９条の２」を「市長は、条例第１０条」に改める。 

第１０条を第１１条とし、第９条の次に次の１条を加える。 

  （支給の差止めの通知）                     

第１０条 市長は、条例第１２条第１項の規定により手当の支給を一時差し

止めたときは、野田市障がい者福祉手当一時差止通知書により通知するも

のとする。 

（野田市廃棄物の処理及び再利用に関する規則の一部改正） 

第２条 野田市廃棄物の処理及び再利用に関する規則（平成６年野田市規則第２

３号）の一部を次のように改正する。 

  第６条第４項第３号中「又は野田市障がい者福祉手当支給条例（昭和４８

年野田市条例第４号）の規定によるおむつ手当を受給している世帯」を削り、

同項第４号中「前２号」を「前３号」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 



２ 第１条の規定による改正後の野田市障がい者福祉手当支給条例施行規則の

規定は、令和６年８月分の障がい者福祉手当の支給から適用し、同年７月分

までの障がい者福祉手当の支給については、なお従前の例による。 


